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トチギイーブックスHPマチイロHP

年
ご
と
に

　

稲
田
ひ
ろ
ご
る

　
　
　

高
根
沢

　

杵
つ
く
香
り

　
　
　

町
を
う
る
ほ
す
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毎
年　

月
に
国
と
国
民
の
※ 
安  
寧 
や

あ
ん 
ね
い

11

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る
「 
新  
嘗 

に
い 
な
め

 
祭 
」
を
天
皇
陛
下
即
位
後
、
初
め
て
大

さ
い規

模
に
行
う
も
の
で
、
皇
位
継
承
に
伴

う
一
世
に
一
度
の
重
要
な
儀
式
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
嘗
祭
で
使
う
お
米「
と
ち
ぎ
の
星
」

を
栽
培
す
る
斎
田
「 
悠  
紀  
田 
」
の
耕
作

ゆ 

き 

で
ん

者
・ 
大  
田  
主 
に
、
大
谷
の
農
業
者
・ 
石 

お
お 

た 

ぬ
し 

い
し

 
塚  
毅  
男 
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

つ
か 
た
け 

お

※
安
寧　

社
会
が
穏
や
か
で
平
和
な
こ

　

と
。

大
嘗
祭
と
は

　

大
嘗
祭
に
お
い
て
、
稲
を
つ
く
と
き

に
う
た
う
歌
で
す
。

「
年
ご
と
に　

稲
田
ひ
ろ
ご
る　

高
根

沢　
 
杵 
つ
く
香
り　

町
を
う
る
ほ
す
」

き
ね

　

こ
の
歌
は
、
令
和
の
大
嘗
祭
に
お
い

て
高
根
沢
の
風
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
詠

ま
れ
た
稻
舂
歌
で
、
歌
人
・ 
篠  
弘 
氏
に

し
の 
ひ
ろ
し

よ
っ
て
※

詠
進
さ
れ
ま
し
た
。

※
詠
進　

詩
歌
を
詠
ん
で
宮
中
や
社
寺

　

な
ど
に
差
し
出
す
こ
と
。

稻
舂
歌
と
は
?

　

大
嘗
祭
に
お
い
て
本
町
の
お
米
が
選

ば
れ
た
こ
と
は
、
町
そ
し
て
石
塚
氏
を

は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の

上
な
く
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
大
嘗
祭

を
契
機
に
、
本
町
の
名
が
全
国
に
知
れ

渡
っ
た
だ
け
で
な
く
、
後
世
へ
名
を
残

す
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
“
誇
り
”

を
後
世
ま
で
長
く
伝
え
る
た
め
、
多
く

の
方
々
が
集
う
場
所
に
稻
舂
歌
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
刻
ま
れ
て
い

る
稻
舂
歌
は
篠
氏
直
筆
の
も
の
で
す
が
、

書
を
ご
提
供
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
篠

氏
と
旧
知
の
仲
で
あ
る 
伊  
澤  
勝  
彦 
氏

い 

ざ
わ 
か
つ 
ひ
こ

（
下
野
市
在
住
）
と
、
伊
澤
氏
と
高
校
教

員
時
代
の
同
僚
で
以
降
親
交
の
あ
る 
菅 すが

 
谷  
薫 
氏
（
町
内
在
住
）
に
多
大
な
ご
尽

や 
か
お
る

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作
か
ら

設
置
に
至
る
ま
で

　

稻
舂
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
“
稲
田
ひ

ろ
ご
る
”
高
根
沢
の
田
園
風
景
を
一
望

で
き
る
「
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ　

元
気

あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
本
館
西
側
温
泉
ス
タ

ン
ド
付
近
に
設
置
し
ま
し
た
。

※
高
さ 
2
・
0
m　

幅 
2
・
6
m

　

重
さ 
約　

ｔ
12

「令和の大嘗祭」から　年1
町の誇りを後世に伝えるモニュメントを設置しました
　令和元年11月に皇居で行われた令和の 大  嘗  祭 において、東日本を代表する 悠  紀 地方の斎田として本町

だい じょう さい ゆ き

が選ばれ、町内で収穫されたお米「とちぎの星」が献上されました。
　このことは、町の大きな誇りであり、後世まで長く伝えていくため、大嘗祭・大嘗宮の儀で詠まれた
“ 稻  舂  歌 ”のモニュメント（石碑）を、「道の駅たかねざわ　元気あっぷむら」に設置しました。

いね つき うた

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
場
所
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令和の大嘗祭における高根沢町の歴史的な出来事を
このモニュメントとともに末長く引き継いでいきましょう。

篠　弘　氏　経歴
　1933年東京都出身。歌人、近代
短歌研究者。短歌結社「まひる野」
代表。日本現代詩歌文学館館長、
日本文藝家協会常任理事。宮中歌
会始の選者。宮内庁御用掛。

　ここに「稻舂歌モニュメント」が完成し、まことにお芽
出とうございます。歌碑の建立に尽力された方々に、厚く
御礼を申し上げます。
　この歌碑の一首には、二つの願いが込められています。
まず、高根沢町の水田が豊かに培われてきた歴史を自賛し
ています。そのうえで、精米の季節には町中が新鮮な新米
の香りを味わっています。
　普通の「稻舂歌」は、籾米を高らかに 搗 く音を詠みます

つ

が、あえてこの歌は、町中に広がる新鮮な新米の香りを町
民が一体となって歓び合う歌となっています。
　この歌碑が、末長く町のシンボルとなることを祈ります。

　篠　弘

主な受賞・叙勲歴
1982年　研究「近代短歌論争史」で第　回現代短歌大賞5
1995年　歌集「至福の旅びと」で第29回迢空賞
1999年　紫綬褒章
2005年　旭日小綬章
2007年　歌集「緑の斜面」で第49回毎日芸術賞
2012年　評論「残すべき歌論」で第23回斎藤茂吉短歌文学賞　他多数

　「令和の大嘗祭」からあっという間の一年で
した。私は大田主には高根沢町や栃木県の農
家の皆さんが選ばれたと思っています。そし
て、「令和の大嘗祭」を通して、私たち栃木の
農家がつくるコメが評価されうれしく思いま
す。
　町の田園風景を一望できる場所に建てられ
た記念碑は農業者のシンボルになると思いま
す。

　大嘗祭で高根沢町の斎田で収穫された「と
ちぎの星」を献上したことはとても名誉なこ
とでした。
　高根沢町を見渡せる「道の駅たかねざわ　
元気あっぷむら」に建てられた記念碑は、「令
和の大嘗祭」を若い世代や子ども達に伝えて
いく原点になります。
　この記念碑が高根沢町だけでなく、栃木県
全体の魅力向上につながれば幸いです。

高
根
沢
町
長　
　

　

加
藤　

公
博

大
田
主

　

石
塚　

毅
男
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クリエイターズ・デパートメント
〔窓口：移住・定住・創業支援センター〕

クリエイターズ・デパートメント

移住・定住・創業支援センター

お試し創業支援施設お試し創業支援施設お試し創業支援施設

Mail
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お試し創業支援施設
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たんたん号乗客50万人達成!たんたん号乗客50万人達成!たんたん号乗客50万人達成!たんたん号乗客50万人達成!
祝祝

　

町
の
デ
マ
ン
ド
交
通「
た
ん
た
ん
号
」

の
乗
客
延
べ
人
数
が
、
8
月　

日
に　

17

50

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

た
ん
た
ん
号
は
、
す
べ
て
の
人
が
安

全
で
円
滑
に
移
動
で
き
る
町
独
自
の
公

共
交
通
と
し
て
、
平
成　

年　

月
か
ら

21

10

運
行
を
開
始
し
、
今
年
で　

年
目
を
迎

12

え
ま
し
た
。

　

今
回
の
累
計
乗
客
数　

万
人
達
成
を

50

記
念
し
て
、
9
月　

日
（
水
）
に
役
場

23

に
て　

万
9
9
9
9
人
目
の
乗
客
の
小

49

林
裕
重
さ
ん
（
花
岡
）、　

万
人
目
の
乗

50

客
の
中
山
淳
一
さ
ん
（
宝
積
寺
）
に
、

加
藤
公
博
町
長
か
ら
認
定
証
と
花
束
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
ん
た
ん
号
乗
客
の
目
的
先

と
し
て
一
番
の
利
用
が
あ
る
「
道
の
駅

た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」、
た

ん
た
ん
号
運
行
委
託
事
業
者
の
㈲
宝
積

寺
タ
ク
シ
ー
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
ど
こ
で
も
ド
ア
t
o
ド
ア
で
の

移
動
が
可
能
な
た
ん
た
ん
号
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
た
ん
号
の
利
用
方
法

◆
登
録

　

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
た
ん
た
ん

号
予
約
セ
ン
タ
ー
（　

宝
積
寺
タ
ク

（有）

シ
ー
）
ま
た
は
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
予
約

　

た
ん
た
ん
号
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話

予
約
し
ま
す
。
①
氏
名
②
電
話
番
号
③

利
用
日
時
④
乗
車
地
⑤
降
車
地
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
間
の　

分
前
ま
で
に
予
約
し

30

て
く
だ
さ
い
。
朝
7
時
の
便
の
み
前

日
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
料
金　

1
回
1
0
0
円

※
未
就
学
児
お
よ
び
町
内
在
住
で　

歳
80

　

以
上
の
人
は
無
料

◆
利
用
時
間　
7
時
～　

時（
1
時
間
毎
）

17

　

年
中
無
休

◆
運
行
区
域

　

町
内
全
域
、
黒
須
病
院
（
さ
く
ら
市
）、

藤
井
脳
神
経
外
科
病
院
（
宇
都
宮
市
）、

市
貝
町
の
一
部

※
市
貝
町
利
用
に
限
り
、
乗
車
料
金
が 

　

異
な
り
ま
す
。

◆
注
意
点

　

乗
り
合
い
運
行
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー

と
は
違
い
「
○
時
○
分
に
迎
え
に
来
て

ほ
し
い
」「
△
時
ま
で
に
着
き
た
い
」
等

の
要
望
に
応
え
に
く
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
乗
車
時
の
マ
ス
ク
着
用

等
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

た
ん
た
ん
号
予
約
セ
ン
タ
ー

緯
6
8
0
・
1
0
3
0

地
域
安
全
課

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

中央：50万人目の乗客の中山淳一さん（宝積寺）
右から　番目：49万9999人目の乗客の小林裕重さん（花岡）2

認定証の授与の様子
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Information

　
　

月
に
入
る
と
、
空
気
が
乾
燥
し
火

11
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
防
火
防
災
に
関

す
る
意
識
や
防
災
行
動
力
を
高
め
、
火

災
の
発
生
を
防
ぎ
、
万
一
発
生
し
た
場

合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
火

災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

3
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

※
日
頃
か
ら
火
災
時
の
避
難
の
方
法
、

経
路
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
や
煙

な
ど
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警
報
音
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
火
災
の
早
期

発
見
に
有
効
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に
作
動

す
る
か
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て

確
認
し
、
定
期
的
に
ほ
こ
り
な
ど
を
ふ

き
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
本
体
の
交
換
目
安
は　

年
で

10

す
。

◆
問
合
せ
先

塩
谷
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　

緯
0
2
8
7
・
4
0
・
1
1
2
9

地
域
安
全
課　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

月
9
日
か
ら

日
は

11

15

秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

地
区
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
し
ょ
う

◆
地
区
防
災
計
画
と
は

　
「
地
域
の
命
は
地
域
で
守
る
」た
め
に
、

地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
て
、
災
害
時
に
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
策
定
す

る
計
画
で
す
。

　

計
画
内
容
は
自
由
に
作
れ
ま
す
。
地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
興

味
の
あ
る
人
は
地
域
安
全
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
県
地
区
防
災
計
画
策
定
事
業

　

県
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
太

田
自
主
防
災
会
が
地
区
防
災
計
画
策
定

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
太
田
地
区
で

は
、
作
業
を
5
回
に
分
け
て
年
度
内
の

計
画
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

1
回
目　

9
月　

日
（
土
）

26

　

N
P
O
法
人
栃
木
県
防
災
士
会
の
理

事
長
の
稲
葉
茂
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
、
地
区
防
災
計
画
の
必
要
性
や
今
後

の
策
定
作
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

2
回
目　
　

月　

日
（
日
）

10

11

　

県
防
災
士
会
理
事
の
吉
澤
朋
子
氏
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
考
慮

し
た
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
れ
を
基
に
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
（
H
U
G
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
田
自
主
防
災
会
の
田
代
正
夫
会
長

は
、「
こ
こ
数
年
、
災
害
が
頻
発
す
る
中

で
、
町
行
政
に
頼
り
き
り
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
防
災
意
識
を
高
め
、
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
今
回
は
県
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
計
画
の
策
定
作
業
が
で
き
、
非
常
に

い
い
機
会
を
い
た
だ
け
て
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
図
上
訓
練
（
D
I
G
）

や
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
、
地
区
防

災
計
画
の
検
討
・
策
定
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0
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おしらせ

◆
募
集
対
象

　

次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
児

童①
高
根
沢
町
内
に
住
所
が
あ
る
児
童

②
仕
事
や
妊
娠
、
病
気
、
障
が
い
等
の

事
情
に
よ
り
保
護
者
が
日
中
に
保
育

で
き
な
い
児
童

③
令
和
3
年
4
月
か
ら
6
月
に
入
園
を

希
望
す
る
児
童

※
仕
事
等
の
都
合
で
、
町
外
の
保
育
園

を
希
望
す
る
人
は
こ
ど
も
み
ら
い
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
7
月
以
降
の
入
園
を
希
望
す
る
児
童

は
、
4
月
（
入
園
の
3
ヶ
月
前
）
か

ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
日
時

○
期
間　
　

月　

日
（
月
）
ま
で

11

30

　
　
　
　
（
開
庁
日
の
み
）

○
時
間　

8
時　

分
～　

時　

分

30

17

15

◆
申
込
方
法　

窓
口
受
付
ま
た
は
郵
送

※
窓
口
受
付
の
際
は
簡
単
な
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
で

す
。
日
中
連
絡
の
つ
く
連
絡
先
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
も

申
請
で
き
ま
す
。

◆
募
集
人
数

◆
必
要
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用
申
込
書

②
父
母
が
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
理
由

を
証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、

病
気
を
証
明
す
る
診
断
書
な
ど
）

③
保
育
園
入
園
申
込
に
関
す
る
調
査
票

申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

令
和
3
年
度　

保
育
園
児
募
集

※
各
様
式
は
、
こ
ど
も
み
ら
い
課

と
各
保
育
園
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
申
込
順
で
は
な
く
、
保
育
の
必

要
性
が
高
い
人
か
ら
順
に
決
定

し
ま
す
。

・
希
望
者
多
数
の
場
合
、
希
望
保

育
園
に
入
園
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
申
込
後
に
入
園
審
査
を
行
い
、
1

月
下
旬
～
2
月
上
旬
頃
に
支
給

認
定
証
と
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

◆
育
児
休
業
明
け
の
先
行
受
付
け

　

次
年
度
中
に
育
児
休
業
を
終
了

し
、
7
月
以
降
に
入
園
を
希
望
す

る
場
合
の
事
前
申
込
み
を
、
毎
年

3
月
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

込
み
に
は
次
の
条
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
込
条
件

・
父
母
と
も
に
、
居
宅
外
で
月　
20

日
以
上
か
つ
日
中
7
時
間
以
上

勤
務
し
て
い
る
被
雇
用
者
で
あ

る
こ
と

・
育
児
休
業
法
な
ど
、
法
令
に
基

づ
く
育
児
休
業
を
1
年
以
上
取

得
す
る
こ
と

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

こ
ど
も
み
ら
い
課

　

緯
6
7
5
・
6
4
6
6

　歳5　歳4　歳3　歳2　歳1　歳0保育園名
0958103にじいろ保育園
1405113のびのび保育園
0100021たから保育園
61061510ひまわり保育園
26511218こばと保育園
557459空と大地保育園
000175陽だまり保育園

013ゆうゆうランド高根沢園
543ゆうゆうランド宝積寺園（仮）

※空と大地保育園は令和　年度から新園舎へ移転予定のため、詳細は園にお問い合わせください。3
※ゆうゆうランド宝積寺園（仮）は建設中のため、詳細はゆうゆうランド高根沢園にお問い合わせください。

申込む前に保育園見学がおすすめです
各保育園に直接連絡し、日時を調整してから見学してください。

電話番号住所保育園名区分
緯６７６・１９４５太田625－3にじいろ保育園公立
緯６７５・３７２１上高根沢2180のびのび保育園
緯６７５・０６１３光陽台2－53－1たから保育園

私立

緯６７６・０１２３飯室500ひまわり保育園
緯６７５・３３１５宝積寺2400－1こばと保育園
緯６７６・３８８１石末2258－1空と大地保育園
緯６７８・９７１７宝積寺2062－1陽だまり保育園
緯６１１・１２５０光陽台6－8－12ゆうゆうランド高根沢園

↑保育園入園のページ
申請書や必要書類の
ダウンロードはこちら
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Information

令和　年度会計年度任用職員等募集3
　採用申込書は各申込先の窓口または町ホームページから取得できます。採用申込書に記入し、郵送ま
たは直接持参してください。　　　　　　　　　　　◆問合せ先　こどもみらい課　緯６７５・６４６６

⑤採用時期　⑥申込期限
⑦その他

①業務内容　②勤務条件
③賃金（令和　年度の額）　④手当等2

職種
【募集人数】

⑤令和　年　月　日3 4 1
　（採用期間は　年間）1
⑥11月27日（金）
⑦希望する人は、保育士証（写）
を一緒に提出してください。

※　と　を併願する場合は、1 2
申込書をそれぞれ提出して
ください。

※　の⑵～⑷を希望する際は、2
職種欄に希望の番号を記入
してください。

◆面接日　12月中旬
※面接時間は申込受付後に連
絡します。

①にじいろ保育園またはのびのび保育園での保育業務
②月20日程度（　時30分～17時15分）8
※早番・遅番が週　回程度、土曜出勤が月　回程度あり1 1
③日額7,015～7,612円（実務経験を加味）
④通勤手当、期末手当等あり

保育士
（フルタイム）
【　人】3
1

①にじいろ保育園またはのびのび保育園での保育業務
②⑴月　日程度（　時30分～17時15分）6 8
　※早番・遅番・土曜出勤を依頼する場合もあり
　⑵土曜日　時30分～17時15分8
　※早番・遅番を依頼する場合もあり
　⑶平日　時～　時7 9
　⑷平日16時～19時
③時給1,002～1,087円（実務経験を加味）
④通勤手当あり（勤務時間の実績により期末手当あり）

保育士
（パートタイム）
【若干名】

　2

　知りたい地域の認定こども園
や保育所、幼稚園などの情報を、
暮らしている地域や最寄り駅な
どから検索することができます。
施設の詳細が地図情報とあわせ
て閲覧できます。

◆問合せ先
　こどもみらい課
　緯６７５・６４６６

全国の教育・保育施設検索サイト（子ども・子育て支援情報公表システム）

はじまりました！

※賃金は、令和　年度の額であり、変動する場合があります。2
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おしらせ

 
投　

票 

◆
時
間　

7
時
～　

時
20

◆
場
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
入
場
券

・　

月　

日
（
木
）
の
告
示
日
に
郵
便

10

29

で
発
送
し
て
い
ま
す
。
届
く
ま
で
に

2
～
3
日
か
か
り
ま
す
。
も
し
届
か

な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ハ
ガ
キ
の
内
側
が
入
場
券
に
な
っ
て

い
ま
す
。
事
前
に
ハ
ガ
キ
を
開
い
て
、

入
場
券
を
切
り
離
し
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

 
投
票
で
き
る
人 

　

平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

14

11

16

た
人
（
投
票
日
現
在
、
満　

歳
以
上
）

18

で
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
日
か
ら
引

き
続
き
3
ヶ
月
以
上
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

※
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
も
、

公
職
選
挙
法
第　

条
に
該
当
す
る
人

11

（
禁
固
刑
以
上
の
刑
を
受
け
て
執
行

中
の
方
、
選
挙
犯
罪
等
で
公
民
権
を

停
止
さ
れ
た
人
）
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

　

月　

日（
日
）は

11

15

栃
木
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
!

投票する場所どこから転入日
前住所地の投票所①県内他市町から転入した人令和　年　月29日以降に転入2 7

の届出をした人 投票できません②県外から転入した人

令和　年　月29日以降に高根沢町に転入した人2 7

 
当
日
投
票
に
行
け
な
い
場
合 

　

期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　
　

月　

日
（
土
）
ま
で

11

14

◆
期
日
前
投
票

・
時
間　

8
時　

分
～　

時

30

20

・
場
所

　

役
場
第
2
庁
舎
第
4
会
議
室

◆
不
在
者
投
票

・
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等

　

入
院
・
入
所
中
で
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
滞
在
地
等
で
の
不
在
者
投
票

　

出
張
等
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い

人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
滞
在
先
の
市
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
が
指
定
す
る
場
所
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
早
め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①の場合
　投票所で現住所の確認を受けるか、最寄りの市町村が発行する「栃木県内に引き続き住所を有する旨の
証明書」（無料）が必要です。また期日前投票や不在者投票を行う場合にも、この手続きが必要です。
②の場合
　知事選挙の投票をすることはできません。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
5

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所のののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななななな対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
①　入口にアルコール消毒を設置
②　事務従事者等のマスクの着用
③　換気
④　飛沫防止対策
⑤　持参した鉛筆の使用可

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所でででででででででででででででででででででで感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策ののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

距離を保つ入り口で
手の消毒

マスクの着用感染対策をして、安心して
投票をしましょう！
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Information

確認しましょう！パート収入と税金

※次のことに注意してください。
（1）配偶者特別控除額は、パート収入金額により段階的に減額されます。
（2）夫（所得者）の給与収入が1,095万円（合計所得900万円）を超えると、配偶者控除や配偶者特別控除

の額は減額されます。
（3）夫（所得者）の給与収入が1,195万円（合計所得1,000万円）を超えると、配偶者控除や配偶者特別控

除が適用されません。
（4）「税金の扶養」と「社会保険の扶養」は基準が異なります。「社会保険の扶養」については勤務先等

に確認してください。
※令和　年度（令和　年分の所得）から、給与所得控除および公的年金等控除の控除額が10万円引き下3 2
げられ、基礎控除の控除額が10万円引き上げられます。

◆問合せ先　税務課　緯６７５・８１０３

配偶者特別控除の適用配偶者控除の適用所得税住民税　月から12月までの1
パート収入の合計

受けられない受けられるかからないかからない93万円以下
受けられない受けられるかからないかかる93万円超から103万円以下
受けられる受けられないかかるかかる103万円超から201万6,000円未満
受けられない受けられないかかるかかる201万6,000円以上

よくある質問
　私は夫の扶養の範囲内で
パートとして働きたいです。
収入がいくらまでなら税金
　がかかりませんか?

回答
　パート収入で働く場合、
課税がされるかどうかは次
の基準のとおりです。

3
密
を
避
け
ま
し
ょ
う
！

確
定
申
告
は
自
宅
で
か
ん
た
ん
「
e−

T
a
x
」

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
か
ら
確
定
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
は
こ
ち
ら
→

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

「
e−
T
a
x
」
で
確
定
申
告
！

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
持
っ
て

い
る
け
ど
、
ス
マ
ホ
が
対
応
機
種
じ
ゃ

な
い
」、「
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
し
た
い
け

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取

る
機
械
が
用
意
で
き
な
い
」
等
の
理
由

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
に
よ

る
申
告
が
困
難
な
人
は
「
I
D
・
パ
ス

ワ
ー
ド
」
を
使
っ
て
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
来
年
の
申
告
に
向
け
て

「
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
発
行
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
開
催
日　
　

月　

日
（
月
）

11

30

　
　
　
　
　
　

月
1
日
（
火
）

12

◆
受
付
時
間　
　

時
～　

時

11

14

◆
場
所　

役
場
大
会
議
室

◆
持
ち
物

　

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

◆
内
容　

税
務
署
職
員
が
本
人
確
認
後

に
「
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
発
行

し
ま
す
。（
5
分
程
度
）

※
代
理
人
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
過
去
に
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
し

た
人
は
、
取
得
し
た
利
用
者
識
別
番
号

が
分
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

氏
家
税
務
署

　
　
　
　
　
　

緯
6
8
2
・
3
3
1
1

（
自
動
音
声
案
内
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
で
読
み
取
れ
ば
、
自
宅
か
ら

確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証
と

し
て
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
な
ど
が
取
る
こ
と
が
で
き
る

た
い
へ
ん
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
だ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
い

な
い
人
は
早
め

に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

◆
問
合
せ
先　

住
民
課　

緯
6
7
5
・
8
1
0
0

「
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
発
行
会
の
開
催
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木 金 土

今月の納期限

今月の口座振替

◆開庁時間
8 時30分から17時15分
※土・日・祝日・年末年
始はお休み

施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きのこのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

道の駅たかねざわ　元気あっぷむら　☎676-1126

ちょっ蔵広場 ☎675-0004

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

元

工

ち

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933
…健康 …役所 …図書館…学校文

★水曜日は窓口業務（住民課、税務課、水道料金センター）を 19時まで行っています。
　（転出入の届出受付など一部取扱いできない業務もあります。）
★休日当番医を受診する場合は、事前に電話で連絡してください。

●11月 10日（火）
　学校給食費（11月分）
●11月 27日（金）
　水道料金（西部地区）
　下水道使用料（宝積寺処理区）
　保育料（10月分）

●11月 30日（月）
　固定資産税（3期）
　国民健康保険税（5期）
　介護保険料（5期）
　後期高齢者医療保険料（5期）

…休日当番医

仁

保

図

役

上

ことばの相談（要予約）保
栄養相談（要予約）保

元休館

エアロビクス教室（要申込）　
受付 ① 9：20～ 9：30

②10：20～10：30 保

図
結果説明会

（対象：10/5受診者）

保
結果説明会

（対象：10/27受診者）

保
4ヵ月児健診

（対象R2.7月生まれ）

ボディチェンジスクール
（要予約）保

　

一
部
内
容
を
変
更

し
て
10
月
か
ら
再
開

し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
窓
口

・
住
民
課

・
税
務
課

・
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

◆
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

17
時
15
分
〜
19
時

窓
口
延
長
業
務

の
再
開

　

入
り
口
付
近
の
修

繕
工
事
の
た
め
、期
間

中
は
臨
時
休
館
に
な

り
ま
す
。

◆
期
間　

　

11
月
2
日（
月
）

〜
4
日（
水
）

◆
問
合
せ
先

　
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

　

☎
6
8
0
・
2
0
8
0

　

環
境
課

　

☎
6
7
5
・
8
1
0
9

エ
コ・ハ
ウ
ス
た
か
ね
ざ
わ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

5

12

19

26

6

13

20

27

7

1414

2121

2828

7

14

21

28

◆今月のごみ収集日
ペットボトル・
容器包装プラスチック古紙カン・ガラス・

不燃物資源びん燃えるごみ
生ごみ収集地区

9日（月）23日（月・祝）16日（月） 2日（月）水・土宝積寺（西町・中台・宝上・宝中・宝下・石神・さぎのや）①

17日（火） 3日（火・祝）24日（火）10日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

11日（水）25日（水）18日（水） 4日（水）水・土上高（南部・中部・東部・台の原・西根・金井）・栗ヶ島・
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

11日（水）25日（水）18日（水） 4日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 5日（木）19日（木）12日（木）26日（木）火・金宝積寺（東町北区・東町南区・東町中区）・
フローラルアベニュー・石末（天神坂・石末原）⑤

27日（金）13日（金） 6日（金）20日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

◆問合せ先　環境課　緯６７５・８１０９
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日 月 火 水

11

　休日当番医を利用する際、発熱や風邪症状のある
人は受診前に必ず電話でご相談ください。感染予防
のため直接の来院は控えてください。

～塩谷郡市医師会からのお願い～

し の ーらく ダンレカ

中津川循環器科内科クリニック［宝積寺］
☎675-7521

菅又病院［花岡］　☎676-0311

民 元工休館

民 工休館

改 ト 民 工図 仁 上休館

改 ト 民 工図 仁 上休館

ホ

ホ

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

阿久津医院［大谷］ ☎675-2511

勤労感謝の日

文化の日

窓口延長業務（19：00まで）役 水

窓口延長業務（19：00まで）役 水

窓口延長業務（19：00まで）役 水

窓口延長業務（19：00まで）役 水

元休館

元休館改 ホ ト 民休館

改 ホ ト 工休館

保

すっきりスリム教室（要申込）
受付 ① 9：50～10：00

②10：50～11：00

健康診査（女性の日）保

1歳6ヵ月児健診
（対象R1.4月生まれ）保 10ヵ月児健診

（対象R2.1月生まれ）保

月

保
3歳児健診
（対象H29.10月生まれ）

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

まなか医院［石末］
☎675-4123

保こども相談（要予約）

保こども相談（要予約）

関根クリニック［光陽台］
☎612-7015

ボディチェンジスクール
（要申込）保

ボディチェンジスクール
（要予約）保

町のうごき
令和2年10月1日現在

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口

男）内（ 
       女

世帯
人
人
人

12,639
29,498
15,464
14,034

前月比
＋10
－23
－3
－20

1

8

15

22

29

3

10

17

24

4

11

18

25

7

14

21

28

2

9

16

23

30

◆生涯学習関連施設の使用抽選
5月分町民ホール
2月分町民広場スポーツ施設・石末運動場・武道館
1月分仁井田体育館

12月分
情報の森テニスコート
学校体育施設（夜間）
キリン体育館・運動場

11月15日（日）〜19日（木）◆使用抽選申込期間
11月20日（金）◆自動抽選日
生涯学習課　緯６７５・３１９９◆問 合 せ 先
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おしらせ

　町では、公共下水道事業計画
箇所の現地調査を行います。
　現地調査の際には、町が発行
した身分証明書を携帯した調査
員が敷地内に立ち入ることがあ
ります。
◆調査期間
　11月上旬～　月上旬3
◆作業時間
　　時30分～17時8
◆請負業者
航空写真撮影平面図作成業務
日研測量株式会社
緯０２８７・６５・３３３３
土質調査業務
パスキン工業株式会社
緯６６５・１２０１

◆問合せ先　上下水道課
　緯６７５・２４４９

　令和　年成人式を　月　日3 1 3
（日）に町民ホールで開催するこ
とが決定しました。
　新型コロナウイルス感染予防
に配慮した実施のため、入場者
の制限や、検温などの体調確認
を行います。
　詳しくは、対象者に送付する
案内ハガキ（11月中発送）や町
ホームページを確認してくださ
い。

税務署主催の説明会
の中止について

案
内

　新型コロナウイルス感染症対
策および参加する皆さんの安全
を考慮し、例年実施していた以
下の説明会は中止します。
◆年末調整等説明会
　例年11月開催
◆青色・白色決算説明会
　例年12月開催
◆消費税等説明会
　例年12月開催
◆問合せ先
　氏家税務署
　緯６８２・３３１１

令和　年の成人式は3
　月　日（日）です1 3

案
内

　11月22日（日）に開催を予定
していた「深秋の高根沢を歩こ
う！ウォーキング大会」は新型
コロナウイルス感染症対策のた
め中止します。
◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

ウォーキング大会
中止のお知らせ

案
内

下水道事業計画箇所の
現地調査について

案
内

エコパークしおや
再生品の無料提供

案
内

　エコパークしおやでは、搬入
されたごみのうち、再利用でき
る再生品を希望者に無料で提供
する事業を行います。
◆申込対象者　18歳以上で高根
沢町、矢板市、さくら市、塩
谷町に在住の人
◆申込期間
11月　日（月）～11月25日（水）2
　時～12時9
13時～16時30分
※土日祝日除く。

◆申込方法　エコパークしおや
管理事務所で直接申込み
※電話、郵送、代理での申し込
みはできません。
※申込者が多数の場合は抽選を
行います。
◆問合せ先
　塩谷広域行政組合
　エコパークしおや管理事務所
　緯０２８７・５３・７３７０

第32回熱気球ふれあい
in高根沢

募
集

◆日時　11月15日（日）
　時～12時（※雨天、8
強風時は12月　日に延5
期となります。）

◆場所　町民広場
◆対象　発達障がい、知的障が
いを持つ子どもがいる家族
◆内容　今回は熱気球体験搭乗

のみとなります。
◆申込期限　11月　日（金）6
※なるべくEメールかFaxで申
し込んでください。
◆参加費　無料
◆申込み・問合せ先　障害児者
　生活支援センターすまいる
　緯６７５・２１６３
　Fax　６７５・２２７４
　Eメール
with.balloon@enjoy.email.ne.jp

◆問合せ先　生涯学習課
　緯６７５・３１７５

陸上自衛隊高等工科学校・
自衛官候補生募集

募
集

陸上自衛隊高等工科学校生徒
◆申込期限（一般）
　令和　年　月　日（水）3 1 6
◆応募資格
　日本国籍を有する中卒（見込
含む）の17歳未満の男子
自衛官候補生（陸・海・空）
◆申込期限
　令和　年　月　日（金）3 1 8
◆応募資格
日本国籍を有する18歳以上33
歳未満の者
◆問合せ先
　自衛隊大田原地域事務所
　緯０２８７・２２・２９４０

お詫びと訂正
　広報たかねざわ10月号　ペー8
ジ「インフルエンザ予防接種の
定期接種（高齢者）の助成額の
上限額」の記載に誤りがありま
した。正しくは次のとおりです。
誤：３,８６０円
正：３,９５０円
※自己負担額は変わりません。
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Information

寄付をいただきました報
告

たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆匿名 4,192円
　　月30日現在合計額9

　132,647,487円
フードバンク（敬称略）
◆匿名　件　米268㎏・インスタ5
ント・レトルト食品、缶詰、
調味料など計125点

◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

地域包括支援センター
からのお知らせ

募
集

①オレンジカフェ
　認知症の人やその家族、認知
症に関心のある人など誰でも参
加できます。
◆日時　11月20日（金）
　13時30分～15時30分
◆場所　けやき館
　（ケアハウスフローラ隣）
◆テーマ
「認知症の気づき方、接し方」
・認知症予防体操体験
・相談会＆交流会
・ロバ隊長作り

※ロバ隊長は、認知症サポー
ターキャラバンのマスコット
キャラクターです。
◆参加費　無料
※感染症拡大防止のため、予約
制となります。
②成年後見制度相談会
　認知症や障がい等で判断能力
が十分でない人の支援について、
司法書士が無料で相談に応じます。
◆日時　11月18日（水）
　　　　14時～16時
◆場所　図書館中央館
③らくらく介護教室
　負担の少ない介護方法を一緒
に学びませんか?
◆日時　11月21日（土）
　　　　10時～11時30分
◆場所　図書館中央館
◆対象　介護をしている家族
◆テーマ　「食事・調理」
・高齢者の食事のポイント
・食べやすい調理方法
◆参加費　無料
申込み・問合せ先
◆①・②の申込み・問合せ先
　西地域包括支援センター
　緯６８０・３５０３
◆③の申込み・問合せ先
　東地域包括支援センター
　緯６７６・０１４８

弁護士による無料法律相談相
談

　町民を対象に弁護士による専
門的で適切な助言指導を行いま
す。
◆日時　12月11日（金）
　　　　　時30分～12時9
◆場所　福祉センター
◆定員　　人（　人30分程度）5 1
◆申込方法　11月11日（水）から
電話または来所にて申込み
（定員になり次第終了）
◆申込み・問合せ先　社会福祉
協議会　緯６７５・４７７７

ひきこもり相談相
談

　県子ども若者・ひきこもり総
合相談センター「ポラリス☆と
ちぎ」の出張相談を開催します。
◆日時　11月18日（水）
　　　　10時～16時
◆場所　改善センター
◆対象者　当事者とその家族
◆申込方法　前日までに電話で
予約してください。

◆申込み・問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５

総合相談相
談

　皆さんからの相談に、相談員
が合同で誠実に対応します。
◆日時　11月25日（水）
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
人権相談
◆相談員　
　人権擁護委員　吉澤政夫
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５
行政相談
◆相談員　
　行政相談委員　鈴木伍郎
◆問合せ先　総務課
　緯６７５・８１０１
心配ごと相談
◆相談員　民生委員　大野　稔、
　　　　　小堀マツ子
◆問合せ先　社会福祉協議会
　緯６７５・４７７７

心配ごと相談相
談

◆日時　11月10日（火）
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
◆相談員　民生委員　水沼喜代子、
　小林信江、山﨑守彦
◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

寄贈していただきました報
告

　10月9日、栃木県行政書士会
塩那支部から、2,000枚の不織布
マスクを寄贈していただきまし
た。
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　工事期間中は、片側交互通行または車両通
行止めとなります。迂回などのご協力をお願
いします。
◆期間　令和　年　月上旬まで3 3
◆時間　　時30分～17時8
◆問合せ先　上下水道課
　　　　　緯６７５・２４４９　　　　　

石末・宝積寺・中阿久津で

舗装工事
を行います

石末・宝積寺地内

宝積寺駅

●

●

●

高根沢町
図書館
高根沢町
図書館
高根沢町
図書館 高根沢

郵便局工事箇所

高根沢
町役場

宝積寺・中阿久津地内

阿久津中学校
○文

工事箇所

J
R
宇
都
宮
線

J
R
烏
山
線

　

工
事
期
間
中
は
、
片
側
交
互
通
行
ま

た
は
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
迂

回
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間　

令
和
3
年
3
月
上
旬
ま
で

◆
時
間　

8
時　

分
～　

時

30

17

◆
問
合
せ
先　

上
下
水
道
課

　

緯
6
7
5
・
2
4
4
9

石
末
地
内
で
下
水
道
工
事
を
行
い
ま
す

工事箇所
迂回路

石末運動場
●

●

まなか
医院

●

高根沢
町役場

Information おしらせ

　

昭
和　

年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

56

建
物
は
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

耐
震
化
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
耐

震
建
替
え
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
耐
震
診
断

　

建
物
の
耐
震
性
を
専
門
家
に
依
頼
し

診
断
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
強
計
画
策
定
お
よ
び
耐
震
改
修
と

耐
震
建
替
え

　

耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
耐
震
性
が

木
造
住
宅
の
耐
震
化
は
お
済
で
す
か
？

な
い
場
合
、
住
宅
の
改
修
・
建
て
替
え

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
補
助
対
象　

昭
和　

年
5
月
以
前
に

56

建
て
ら
れ
た
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い

木
造
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

※
制
度
の
詳
細
は
、
都
市
整
備
課
ま
で

問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　
　

緯
6
7
5
・
8
1
0
7
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高根沢町 多くのみなさんの入会を
お待ちしています

高根沢町

シニアクラブだより
高根沢町高根沢町

シニアクラブだよりシニアクラブだより
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、「
健
康
」

「
奉
仕
」「
友
愛
」
を
目
的
に
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご

す
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
ー
ク
ル

活
動
、
日
帰
り
旅
行
、
地
域
の
清

掃
、
ふ
れ
合
い
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
家
へ
の
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
す
べ
て

の
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

9
月
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を

徐
々
に
始
め
ま
し
た
。

　

会
員
が
自
粛
に
よ
り
運
動
不
足

が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
全
会
員
へ

自
宅
で
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

セ
ラ
バ
ン
ド
を
配
布
し
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
と
し
て
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
落
ち
着
い
た
時
点
で
、

町
が
取
り
組
む
「
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
」
に
引
き
続
き
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
な
い
自

治
会
は
設
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
「
民
舞
」「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」「
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
」「
手
芸
」「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
」「
ペ
タ
ン
ク
」「
ダ
ン
ス
」の

7
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動

◆
サ
ー
ク
ル
活
動

◆
社
会
奉
仕
活
動

◆
全
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◆
町
ペ
タ
ン
ク
大
会
へ
の
参
加

▲グラウンド・ゴルフサークル練習の様子▲台新田シニアクラブの神社清掃の様子

▲太田シニアクラブの輪投げ練習の様子 ▲東高谷シニアクラブのグラウンド・ゴルフ
　練習の様子

◆問合せ先　町社会福祉協議会　　　
　　　　　緯６７５・４７７７

表
彰
受
賞
（
敬
称
略
）

◆
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

大
谷
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

赤
羽
喜
代
三

　
（
花
岡
東
下
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

○
加
入
促
進
優
良
ク
ラ
ブ

　

花
岡
東
上
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

台
新
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
柚
葉
会

　

赤
堀
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

活
動
状
況

　

以
下
の
写
真
は
、
活
動
の
一
部

で
す
。
各
地
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
、
日
帰
り

宿
泊
旅
行
、
地
域
と
の
ふ
れ
合
い
、

地
域
の
清
掃
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

家
へ
の
訪
問
活
動
や
困
り
ご
と
の

手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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おしらせ

経
営
課
題
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
！

創
業
者
を
対
象
と
し
た
無
料
経
営
診
断
の
実
施

　

町
で
は
、
町
内
創
業
者
を
対
象
に
、

専
門
家
に
よ
る
無
料
の
経
営
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

資
金
、
人
材
な
ど
経
営
に
関
す
る
課
題

を
持
っ
て
い
る
事
業
者
は
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

随
時
受
付
中

※
診
断
を
希
望
す
る
事
業
者
は
産
業
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◆
料
金　

無
料

◆
対
象
者　

創
業
後
お
お
む
ね
6
ヶ
月

～
5
年
未
満
の
町
内
創
業
者

◆
実
施
場
所　

診
断
希
望
者
と
調
整

◆
実
施
内
容　

診
断
希
望
者
か
ら
経
営

状
況
等
を
聞
き
取
り
し
、
1
～
3
回

の
面
談
を
実
施
し
ま
す
。
診
断
を
実

施
す
る
専
門
家
は
町
が
業
務
を
委
託

し
た
事
業
者
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先　

産
業
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
4

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

女
性
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間　

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁

護
委
員
が
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
相
談
を
、
時
間
を

拡
大
し
て
電
話
で
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
強
化
週
間
の
期
間

　
　

月　

日
（
木
）
～　

日
（
水
）

11

12

18

◆
相
談
時
間　

8
時　

分
～　

時

30

19

　
（
土
・
日
は　

時
～　

時
）

10

17

◆
相
談
先
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

緯
0
5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

　

月
は
糖
尿
病
予
防
・
重
症
化
防
止
強
化
月
間
で

11す
　

糖
尿
病
は
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
量
や
働
き
が
低
下
し
、
血
糖
値
が
高

い
状
態
が
慢
性
的
に
続
く
状
態
を
い
い

ま
す
。

　

治
療
を
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く
と
、

全
身
の
血
管
を
傷
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
と
、
慢
性
腎
不
全
か

ら
人
工
透
析
が
必
要
に
な
る
場
合
や
、

網
膜
症
に
よ
っ
て
失
明
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
人
工
透
析
と
は

　

腎
臓
の
代
わ
り
に
、
機
械
で
血
液
を

き
れ
い
に
し
て
、
体
に
戻
す
治
療
法
。

食
事
が
制
限
さ
れ
、
身
体
に
負
担
が
か

か
り
、
さ
ら
に
時
間
や
お
金
（
年
間
約

5
0
0
万
円
）
も
か
か
る
た
め
、
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

町
の
透
析
開
始
の
原
因
疾
患
は
約
6

割
が
「
糖
尿
病
性
腎
症
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
次
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

し
て
糖
尿
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す

る
取
組
を
一
層
強
化
し
、
女
性
の
人
権

尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◆
期
間　
　

月　

日（
木
）～　

日（
水
）

11

12

25

◆
主
唱　

内
閣
府

　

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部

　　
◆
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
5

◆
糖
尿
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
一
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る

　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
と
め
食
い
や
間
食
を
何
度
も
摂
る

食
生
活
で
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
た
く
さ

ん
必
要
に
な
り
膵
臓
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
る

野
菜
の
お
か
ず
か
ら
先
に
食
べ
る
と
、

糖
の
吸
収
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
、
急
激

な
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。

②
運
動
習
慣
を
つ
け
る

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
良
く
す
る
た

め
に
は
、
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
も

お
す
す
め
で
す
。
無
理
せ
ず
楽
し
ん
で

続
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

③
健
診
を
受
け
る

　

定
期
的
に
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
治
療
中
の
人
へ

　

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
薬
の
服

用
と
同
時
に
食
事
療
法
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
食
事
の
こ
と
で
気
に
な
る

人
は
ぜ
ひ
栄
養
相
談
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
4
5
5
9

内閣府
ホームページ→
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Information

子
ど
も
の
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

11
　

虐
待
の
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
、

子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
事
案
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

暴
言
や
暴
力
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
子
ど

も
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
葉

を
浴
び
せ
る
な
ど
の
虐
待
行
為
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
虐
待
行
為
は
子
ど
も
の

健
や
か
な
心
身
の
発
育
の
悪
影
響
に
な

り
ま
す
。

　

虐
待
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
1
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
…

　

小
さ
な
子
ど
も
は
自
分
か
ら
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
様
子

が
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
時
に
は
次
の

相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

緯
1
8
9

・
県
北
児
童
相
談
所

　

緯
0
2
8
7
・
3
6
・
1
0
5
8

　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
連
絡
し
た
内
容
に
つ
い
て
保
護
者

に
伝
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

た
め
ら
わ
ず
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
一
報
が
保
護
者
と
子
ど
も

達
を
救
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
S
O
S
の
サ
イ
ン

　

・
保
護
者
を
怖
が
っ
て
い
る

　

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡
が
あ
る

　

・
衣
服
が
汚
れ
て
い
る

　

・
表
情
が
乏
し
く
、
活
気
が
な
い

　

・
子
ど
も
の
言
動
が
乱
暴

　

・
体
重
や
身
長
が
著
し
く
小
柄

　

・
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護
者

の
怒
鳴
り
声
が
す
る

◆
毎
日
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
へ

　

子
育
て
に
疲
れ
た
と
き
や
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
ど
も
相
談
員
に
い

つ
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
・
相
談
先　

こ
ど
も
み
ら
い
課

　

緯
6
7
5
・
6
4
6
6

悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

る
相
談
で
、
借
り
て
も
い
な
い
借
金

の
返
済
や
作
り
話
に
よ
る
請
求
、
全

く
利
用
し
て
い
な
い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
請
求
な
ど
架
空
請
求
や
不
当
請

求
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。

◆
架
空
請
求
と
は
?

　

法
的
に
存
在
し
な
い
請
求
で
、
葉

書
や
封
書
、
電
話
等
で
請
求
す
る
も

の
で
す
。

　

契
約
先
や
契
約
内
容
の
明
示
が
な

い
、
督
促
に
「
自
宅
を
訪
問
す
る
」

「
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」な
ど
の
脅

し
文
句
が
あ
る
も
の
は
詐
欺
の
可
能

性
が
高
い
で
す
。
業
者
が
何
ら
か
の

名
簿
を
入
手
し
て
不
特
定
多
数
の
人

に
通
知
し
た
り
電
話
を
か
け
た
り
し

て
い
る
も
の
で
す
。
債
権
の
回
収
は
、

「
債
権
会
社
」
か
「
弁
護
士
」
に
し
か

で
き
ま
せ
ん
。

　

債
権
会
社
は
、
法
務
大
臣
の
許
可

が
必
要
で
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
登
録
が
確
認
で
き
ま
す
。
弁
護

士
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
サ
イ

ト
で
実
在
す
る
弁
護
士
か
ど
う
か
確

架
空
請
求
・
不
当
請
求
に
注
意
！

認
で
き
ま
す
。

◆
不
当
請
求
と
は
?

　

事
前
に
合
意
し
た
契
約
内
容
と
違

う
内
容
を
一
方
的
に
要
求
す
る
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の

は
ず
な
の
に
有
料
だ
っ
た
、
契
約
時

と
違
う
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
、

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で

は
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
電

子
メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
U
R
L
に

ア
ク
セ
ス
し
た
ら
、
高
額
な
費
用
を

請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
請
求
は
、
暴
利
行
為
や

公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
と
し
て
無

効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
切
無
視
し
、

絶
対
に
払
わ
ず
個
人
情
報
を
相
手
に

知
ら
れ
な
い
た
め
に
連
絡
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地域で
子育ての輪
広げよう
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文芸
コーナー

column コラム

　

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る

子
宮
頸
が
ん
は
、
日
本
国
内

で
年
間
1
0
埀
0
0
0
人
ほ

ど
が
罹
患
し
、
3
埀
0
0
0

人
程
度
が
死
亡
し
て
い
る
病

気
で
す
。　

～　

歳
代
で
は

20

30

最
も
多
い
が
ん
で
、「
小
さ

い
子
ど
も
を
残
し
て
母
親
が

な
く
な
る
こ
と
」
や
「
が
ん

の
た
め
に
子
宮
を
摘
出
し
て

出
産
が
不
可
能
に
な
る
こ

と
」
か
ら
「
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、

性
交
渉
に
よ
り
感
染
す
る
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
H
P
V
）で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
後
に
治
療
す
る
薬
は
ま
だ

開
発
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
H
P
V
に
感
染
し
な
い

よ
う
に
す
る
有
効
な
ワ
ク
チ

ン
は
す
で
に
開
発
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
安
全
性
も
十
分
に

証
明
さ
れ
、
広
く
世
界
中
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
H
P
V
ワ
ク
チ

ン
は
2
0
1
3
年
に
定
期
接

種
化
さ
れ
現
在
で
も
小
学
6

年
生
か
ら
高
校
1
年
生
の
女

子
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

性
交
渉
の
あ
る
前
に
接
種
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
費

で
3
回
接
種
す
る
と
約
4
8
埀

0
0
0
円
か
か
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
定
期
接
種
と
し
て
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
副
反
応
と
し
て

「
注
射
部
位
の
痛
み
・
腫
れ
・

か
ゆ
み
」
な
ど
は
他
の
予
防

接
種
と
同
様
に
発
生
し
、
ま

れ
に
重
い
副
反
応
と
し
て

「
過
敏
性
反
応
」「
ギ
ラ
ン
・

バ
レ
ー
症
候
群
」「
複
雑
性
局

所
疼
痛
症
候
群
」
な
ど
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
副
反
応
発
生
時
の
対

応
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

接
種
を
担
当
す
る
医
療
機
関

で
は
、
接
種
前
に
体
調
を
注

意
深
く
観
察
し
、
接
種
後
も

副
反
応
が
生
じ
た
時
に
は
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

ま
た
国
の
制
度
で
あ
る
「
予

防
接
種
救
済
制
度
」
に
基
づ

い
て
、
栃
木
県
内
で
は
相
談

窓
口
が
栃
木
県
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
と
市
町
の
予
防

接
種
担
当
課
に
あ
り
、
診
療

協
力
医
療
機
関
と
し
て
獨
協

医
科
大
学
病
院
産
婦
人
科
・

麻
酔
科
と
自
治
医
科
大
学
附

属
病
院
産
婦
人
科
が
支
援
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
で
も
「
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
の
定
期

接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
有

効
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
ご

家
族
で
良
く
お
話
し
合
い
を

さ
れ
て
、
接
種
を
受
け
る
か

受
け
な
い
か
を
決
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

さ
く
ら
産
院　

院
長

　
　
　

泉　

章
夫
（
さ
く
ら
市
）

か
か
り
つ
け
医
の
こ
と
ば
第
7
回

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
?

短
歌　

町
文
化
協
会
短
歌
会
選

道
の
べ
の
伸
び
放
題
の
と
び
つ
か
り

　

と
び
つ
か
ら
ん
と
構
へ
ゐ
る
ご
と 

君
島　

靜
子
（
花　

岡
）

さ
わ
だ
て
る 
葉  
擦 
れ
の
道
の
草 
生 
よ
り

は 

ず 

お

　

澄
む
こ
ほ
ろ
ぎ
の
や
わ
き
鳴
声 

阿
久
津
典
子
（
宝
積
寺
）

石
と
石
に
挟
ま
れ
可
憐
に
咲
く
花
よ

　

鉢
に
植
え
か
え
回
復
を
待
つ 

鈴
木　

規
尹
（
宝
積
寺
）

竹
串
で
梅
の
ヘ
タ
と
り
漬
け
こ
ん
で

　

干
せ
ば
ひ
ろ
が
る
梅
干
し
の
か
お
り 
赤
羽　

孝
子
（
上
高
根
沢
）

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
収
ま
ら
ず

　

外
出
の
度
に
マ
ス
ク
手
放
せ
ぬ 

村
松
永
依
子
（
宝
積
寺
）

俳
句　

町
文
化
協
会
俳
句
会
選　

同
じ
月
見
て
い
る
君
と
オ
ン
ラ
イ
ン 

佐
藤　

典
子
（
宝
石
台
）

 
堂  
守 
は
阿
久
津

ど
う 
も
り

 
某 
秋
彼
岸 

戸
田　

睦
郎
（
中
阿
久
津
）

な
に
が
し

稲
穂
分
け
稲
穂
揺
ら
し
て
庄
内
へ 

森
野
マ
ロ
ン
（
宝
積
寺
）

乳
母
車
押
す
手
に
ふ
る
る
秋
ざ
く
ら 

村
上　

利
子
（
伏　

久
）

川
柳　

町
文
化
協
会
川
柳
会
選　

う
り
ふ
た
つ
双
子
を
乗
せ
た
乳
母
車 

山
本　
　

実
（
宝
積
寺
）

笑
っ
ち
ゃ
う
そ
っ
く
り
同
じ
物
忘
れ 

後
藤
ま
も
る
（
太　

田
）

敬
老
会
楽
し
み
つ
ぶ
す
新
コ
ロ
ナ 

赤
羽　

清
昭
（
石　

末
）

よ
く
出
来
た
似
顔
犯
人
探
し
当
て 

生
田
目
昭
夫
（
宝
積
寺
）

作
品
募
集　

締
切
…
毎
月　

日　

提
出
先
…
企
画
課

25

　

作
品
の
掲
載
時
に
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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Informationおしらせ

元
気
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

冬
に
向
け
て
、
徐
々
に
寒
さ
を
感
じ

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
冬
の
乾
燥
し

た
空
気
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
活
性
化
さ
せ

ま
す
。
加
齢
に
よ
り
免
疫
力
が
衰
え
て

い
る
高
齢
者
は
感
染
症
に
か
か
る
リ
ス

ク
が
高
く
重
篤
化
し
や
す
い
た
め
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
感
染
症
を
予
防
し
よ
う

【
手
洗
い
・
う
が
い
を
こ
ま
め
に
】

　

感
染
症
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
・
う

が
い
で
す
。
感
染
症
に
は
様
々
な
感
染

経
路
が
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
手
洗

い
・
う
が
い
を
行
う
こ
と
で
多
く
の
感

染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
指
先
・
親
指
の
周
り
・
指
の

間
・
手
首
な
ど
は
不
十
分
に
な
り
や
す

く
、
利
き
手
も
洗
い
残
し
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
流
行
し
や
す
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
剤
に
強
い
抵
抗
力
が
あ
る

た
め
、
予
防
に
は
こ
ま
め
な
手
洗
い
が

効
果
的
で
す
。

【
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
】

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
期
流
行

を
避
け
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
の
対
象
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
部
屋
の
加
湿
を
し
よ
う
】

　

室
温
を
上
げ
る
た
め
に
エ
ア
コ
ン
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
と
、

次
第
に
湿
度
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

乾
燥
し
た
空
気
に
よ
り
、
の
ど
や
鼻
の

粘
膜
の
防
御
反
応
が
低
下
し
、
様
々
な

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
加
湿
器
の
使
用
や
、
濡
ら
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
を
室
内
に
干
し
て
お
く
こ

と
で
湿
度　

～　

％
を
保
ち
、
菌
や
ウ

40

60

イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
制
で
き
ま
す
。

【
身
体
を
温
め
よ
う
】

　

冬
の
冷
気
は
体
温
を
奪
い
、
身
体
の

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
血

行
不
良
を
招
き
、
肩
こ
り
や
膝
の
痛
み

な
ど
の
身
体
の
不
調
も
誘
発
し
ま
す
。

外
出
時
は
、
手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
を
用
い

て
温
か
い
恰
好
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
が
旬
の
根
菜
類
（
ご
ぼ
う
・
大
根
・

に
ん
じ
ん
・
し
ょ
う
が
等
）
を
煮
込
ん

で
ス
ー
プ
に
し
た
り
、
野
菜
を
茹
で
た

り
蒸
し
た
り
し
て
食
べ
る
ホ
ッ
ト
サ
ラ

ダ
に
す
る
と
身
体
が
温
ま
る
の
で
お
す

す
め
で
す
。

◆
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
4
5
5
9

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
場
、

子
育
て
相
談
の
場
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
事
前
に
電
話
で
の
予

約
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

◆
開
館
時
間　

9
時
～　

時
12

　
　
　
　
　
　

時
～　

時

13

16

◆
利
用
時
間　

利
用
者
同
士
の
距
離

を
取
り
な
が
ら
1
時
間
程
度
。

◆
入
場
制
限　

最
大　

人
（
5
組
程

10

度
）
ま
で
。

◆
そ
の
他　

入
館
の
際
に
手
指
の
消

毒
・
検
温
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
人
の
方
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

 

元
気
っ
こ
ク
ラ
ブ
「
り
ん
ご
狩
り

に
行
こ
う
！
」 

◆
日
時　
　

月　

日
（
木
）
雨
天
中

11

12

止　
　

時
～

10

◆
対
象　

就
学
前
の
親
子　

7
組

◆
場
所　

大
森
果
樹
園　

高
根
沢
町

下
柏
崎　

番
地
1　

現
地
集
合
、

29

解
散

◆
参
加
費　

5
5
0
円
現
地
で
徴
収

し
ま
す
。

◆
申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間
（
臨
時
休
館
除
く
）

　

9
時
～　

時
・　

時
～　

時

12

13

16

◆
休
館
日　

土
日
祝
日
、年
末
年
始

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ
そ
う

緯
6
7
6
・
1
9
5
5

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

れ
ん
げ
そ
う

 

親
子
陶
芸
体
験 

◆
日
時　
　

月　

日
（
木
）
9
時
～
・

11

26

　

時　

分
～
完
全
入
替
制

10

30

◆
内
容　

益
子
焼
の
お
皿
を
作
ろ
う

◆
対
象　
就
学
前
の
親
子　

各
回
5
組

◆
講
師　

岩
下　

宗
晶
氏

◆
参
加
費　

1
埀
2
0
0
円

　
　
　
　
　
（
当
日
払
い
）

◆
申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
予
約

 

わ
く
わ
く
タ
イ
ム 

◆
日
時　
　

日
・　

日
・　

日

10

20

30

　
　

時
～
・　

時
～

11

15

◆
内
容　
手
型
・
足
型
ア
ー
ト
を
作
ろ
う

◆
申
込
み　

来
館
ま
た
は
電
話
予
約

 

す
く
す
く
タ
イ
ム 

◆
日
時　

毎
月
5
日
・　

日
・　

日

16

25

臨
時
閉
館
の
お
知
ら
せ

6
日　
　

時
〜　
　
　

閉
館

15

　

日　

9
時
〜　

時　

閉
館

25

12

　

日　
　

時
〜　
　
　

閉
館

27

12
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本

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

　

月
の
展
示

11「
癒
や
さ
れ
る
秋
」

　

か
わ
い
い
動
物
や
お
い
し
い
手
作
り

お
菓
子
な
ど
、
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る

本
を
集
め
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た

時
に
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
戯
画
の
国

《
金
子　

信
久
／
著　

講
談
社
》

不
思
議
な
お
菓
子
レ
シ
ピ　

サ
イ
エ
ン

ス
ス
イ
ー
ツ

《
太
田　

さ
ち
か
／
著　

マ
イ
ル
ス

タ
ッ
フ
》

　

お
菓
子
作
り
は
ま
る
で
科
学
実
験
。

溶
け
な
い
ア
イ
ス
、
化
石
チ
ョ
コ
な
ど

お
菓
子
と
科
学
の
実
験
レ
シ
ピ
を
ポ
イ

ン
ト
解
説
付
き
で
紹
介
し
ま
す
。

　

国
宝
の
「
鳥
獣
戯
画
」
が
生
ま
れ
る

べ
く
し
て
生
ま
れ
た
日
本
と
い
う
国
を

眺
め
、
お
か
し
な
動
物
の
絵
が
ど
の
よ

う
に
日
本
人
の
心
を
捉
え
、
動
物
絵
画

の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
き
た
か

を
伝
え
ま
す
。

◆
開
館
時
間

　

中
央
館　

9
時　

分
～　

時

30

19

　

仁
井
田
分
館
・
上
高
根
沢
分
館

　
　
　
　
　

9
時　

分
～　

時

30

17

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

　

年
末
年
始
、
特
別
整
理
日

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

　

今
年
の
H
o
n
d
a
展
は
N
S
X
発

売　

周
年
を
記
念
し
て
、
初
代
N
S
X

30
タ
イ
プ
R
と
幻
の
後
継
車
両
H
S
V－

0
1
0
G
T
を
展
示
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
軽
量
な
初
代
N
S
X
よ
り

さ
ら
に
1
2
0
キ
ロ
軽
量
化
し
、
走
行

性
能
を
高
め
た
N
S
X
タ
イ
プ
R
。
そ

し
て
、
2
0
1
0
年
に
デ
ビ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
な
が
ら
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
得
し
た
H
S
V－

0
1
0
G
T
。

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
企
画

展
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
期
間　
　

月
7
日
（
土
）
～

11

　
　

月
6
日
（
日
）

12

「
年
賀
状
の
た
め
の
木
版
画
教
室
」

◆
日
時　
　

月
8
日（
日
）・　

日（
日
）

11

22

　
　

時
～　

時

10

12

◆
場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

2
0
0
円
（
版
木
代
）

◆
持
ち
物　

彫
刻
刀

◆
定
員　
　

名
（
2
回
と
も
参
加
で
き

10

る
人
・
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

◆
申
込
み　

資
料
館
で
受
付
中

「
し
め
縄
作
り
教
室
」

◆
日
時　
　

月
5
日
（
土
）

12

　
　

時
～　

時

10

12

◆
場
所　

資
料
館
本
屋
前

◆
参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

◆
定
員　
　

名
（
小
学
生
以
上
）

20

◆
申
込
み　
　

月　

日
（
火
）
9
時
か

11

10

ら
資
料
館
で
電
話
受
付
（
先
着
順
）

催し
企
画
展「
H
o
n
d
a　

E
x
h
i

b
i
t
i
o
n
～
N
S
X　

t
h

30

A
n
n
i
v
e
r
s
a
r
y
」

歴
史
民
俗
資
料
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

◆
入
館
料　

無
料

◆
開
館
時
間　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日　

月
曜
日
、4
日（
水
）、

　
　
　
　
　
　

日（
月
・
祝
）、　

日（
火
）

23

24

　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
６
７
５
・
７
１
１
７

Information おしらせ

♪
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

図
書
館
上
映
会

◆
日
時　
　

日
（
日
）　

時
～
、

29

11

　
　
　
　
　

時
～
、　

時
～

13

15

※
各
回
同
作
品
の
上
映
に
な
り
ま
す

◆
作
品　

T
V
ア
ニ
メ
「
天
地
創
造
デ

ザ
イ
ン
部
」
第
1
話
他

◆
定
員　

各
回　

名
（
先
着
順
）

20

※
当
日　

時
か
ら
3
回
分
の
入
場
整
理

10

券
を
配
布
し
ま
す
。

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保

し
て
の
上
映
と
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク
の

着
用
と
手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

学
習
室
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
学
習
室
は
、
全
席
座
席
指

定
で
、
午
前
と
午
後
の
入
れ
替
え
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
整
理

券
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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Town Topicsタウントピックス

　10月　日、100歳を迎えられた皆さんのもとへ1
加藤公博町長が訪問し、お祝いをしました。
　訪問の際には、加藤公博町長と家族のことや、
元気の秘訣などを話していました。
　長い間、子どもや家族そして町の発展のために
尽力してくれた皆さんに敬意と感謝を申し上げま
す。

祝100歳！これからもずっとお元気で

　町は大規模災害発生時に、よりスムーズに応急
復旧活動等を行うために、災害時における協定の
締結を進めており、次の3事業所と災害時におけ
る協定を締結しました。
①株式会社アクティオ北関東支店
　「トイレ・発電機等のレンタル資機材の供給に関
する協定」
②王子コンテナー株式会社宇都宮工場
　「段ボールベッド等の段ボール製品の供給に関
する協定」

　事業所と災害時における協定を締結しました3

　10月14日、県庁知事応接室において、加藤公博
町長が野元川一級河川指定に関する要望書を福田
富一県知事へ提出しました。
　近年増加するゲリラ豪雨や大型の台風に対する
野元川の災害対策として、一級河川指定の要望を
町民の皆さんから受けて、町は野元川の整備に県
の協力が必要であると考え、県へ要望書を提出し
ました。

野元川一級河川指定に関する知事要望

③東京電力パワーグリッド株式会社栃木総支社
　「停電復旧の連携等に関する協定」
　①と②の協定は通常の災害時だけでなく、コロ
ナ禍における災害時にも有効な物資や資機材の調
達が可能な協定です。
　協定締結により、町の防災体制が一層強化され
ましたが、町は引続き防災・減災の備えを促進し
ます。
　なお、株式会社アクティオ北関東支店とは書面
により協定を締結しました。
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◀

　
　

月
は
旧
暦
で
「
霜
月
」
と

11
い
っ
て
、
文
字
通
り
霜
が
降
る

月
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
季
節
の
変
わ
り
目
の
寒
暖
差

が
激
し
く
、「
霜
で
は
な
く
雪

が
降
る
の
で
は
？
」
と
思
え
る

ほ
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
に
寒
く

な
り
ま
し
た
ね
。
少
し
前
ま
で

は
暑
く
て
半
袖
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
押
し
入
れ
か

ら
コ
タ
ツ
を
出
し
て
、
休
み
の

日
は
そ
こ
か
ら
動
け
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、　

月　

日
は
「
七
五

11

15

三
」
で
す
ね
。
も
と
も
と
「
七

五
三
」
は
、
三
歳
の
「
髪
置
き
」、

五
歳
の
「
袴
着
」、
七
歳
の
「
帯

解
き
」
と
い
っ
た
主
に
宮
中
貴

族
が
行
う
別
々
の
儀
式
で
し
た
。

明
治
時
代
に
入
り
、
三
つ
の
祝

い
事
を
ま
と
め
て
「
七
五
三
」

と
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。
昔
は

現
代
ほ
ど
医
療
が
発
達
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
病
気
に
な
り

や
す
い
七
歳
頃
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
お
祈
り
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
寒
く
な
っ
て

く
る
と
食
べ
た
く
な
る
鍋
料
理
。

今
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

ね
。
そ
の
一
つ「
チ
ゲ
鍋
」で
す

が
、「
チ
ゲ
」は
日
本
語
で「
鍋
」

を
意
味
し
ま
す
の
で
、
和
訳
す

る
と「
鍋
鍋
」に
な
り
ま
す
。

 

（
し
ろ
）

たんたん祭り2017
大成功！

たんたん祭り2017
大成功！

火曜日は町民デー※休館日を除く

〒329-1212 高根沢町上柏崎588-1 TEL：028-676-1126
◆休館日　11 月 10 日（火）・24 日（火）・25 日（水）・26 日（木）

◆問合せ先  道の駅たかねざわ 元気あっぷむら 公式ホームページ FacebookInstagram

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により営業時間が変更になる場合があります。

ご利用の際は、住所のわかる
証明書を提示してください。

◆料金：大　人　400円
　　　　小学生　280円
　　　　幼　児　200円
◆対象：町内在住、在勤、在学者

高根沢町にお住まい
の方はお得に温泉入浴！

小池　孝典（こうすけ）ちゃん
平成29年11月25日（石末）
孝洋さん・美枝さんの子

HAPPY　
BIRTHDAY
　満　歳までのアイドルを募集しています。5
　人　回の掲載です。誕生月（掲載月）の　1 1 3
か月前から前の月の　日まで受け付けます。5
ご希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

平野　夢芽（ゆめ）ちゃん
令和元年11月28日（宝積寺）
純さん・美依子さんの子


